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現在日本において，人口減少社会に対応した「コンパクト＋ネットワーク」を実現するための計画が進

められている．一方で，地方分権化の影響により市町村単位の計画が進められる現在，広域的な視点での

整合性の確保が問題となっている．本研究は，市町村における計画が広域的な視点での整合性を確保でき

ているのか把握することを目的としている．具体的な方法として，市町村マスタープランで記載されてい

る将来の都市構造を表現した図に着目し，県レベルの市町村MP連結図を作成することで広域計画の実態

を把握した．作成した連結図から，市町村の「コンパクト＋ネットワーク」を実現するための計画は広域

的な視点で見たときに整合性が保たれておらず，各市町村MPが断片化していることを明らかにし，各市

町村で計画を一致させる必要性を示唆した．  
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1. はじめに 

 

現在，人口減少社会を迎えた日本では，持続可能社会

の実現に向け多様な取り組みが必要とされている．都市

計画分野においても，上述の流れを踏まえ実際に持続可

能社会実現に向けた計画を策定し，その計画を実施して

いく重要性が高まっている．その計画の中の1つとして，

「コンパクト＋ネットワーク」1)があげられ，その実現

に向けて多様な取組を行っている自治体もみられる．な

お都市計画が対象とする範囲は大小様々であるが，近年

は地方分権化の影響もあり，市町村単位での都市計画の

策定が多くみられるようになってきた．それに伴い，上

記「コンパクト+ネットワーク」の実現に向けて，市町

村単位での計画策定が進められている． 

なお，市町村単位で今後の都市計画を示すと同時に，

都市内の拠点とネットワークを明示したものの1つに，

市町村都市計画マスタープラン(以下，市町村MP)があ

る．この市町村MPは，目標となる将来の都市構造を明

確にし，長期的な視点から都市計画を示すことを目的と

しており，全国の各市町村の多くが策定している．各市

町村は，将来の都市構造を表現した図や土地利用方針図

などの図を作成し，市町村MPに記載している．しかし

市町村MPは，各市町村が独自に検討するものであり，

計画の整合性を確認する制度とはなっていない．そのた

め，広域的な視点から見たときに計画の整合性が保たれ

ているのか疑問が残る．なお，本研究における広域とは

複数の市町村行政区域を含んだ範囲のことを指す2)． 

広域計画に関する研究について，森ら3) は，地域計画

を策定する際に広域計画を考慮していない自治体が多い

という実態を明らかにした．また，梶尾4) や眞島ら5) は，

広域調整のためには都道府県の協力が必要であることを

示唆した．都道府県内における広域調整に関する研究と

しては，田川ら6) が都道府県の行政機関が行う広域調整

の主な対象は大規模集客施設であることを指摘し，長嶺

ら2)は沖縄県那覇広域都市計画区域を対象に，市町村MP

と区域MPの土地利用方針図の比較から商業方針，広域
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緑地保全の不整合性を示唆している．一方で，瀬田7) や

倉根ら8)により，都道府県内における広域的な調整の甘

さが指摘されており，まだ都道府県内の広域計画が不十

分であることがわかる． 

また，市町村MPに関する研究は数多くなされている．

例えば，松川ら9) は市町村MPを軽視した地域区分を指定

している市町村があることを示した．市町村MPの記述

の内容については，増田ら10) が，群馬県の3市5町におけ

る市町村MPから記述の共通点を明らかにしており，谷

口ら11)は，コンパクト化に関する記述と実態は相反して

いることを明らかにしている．また，肥後ら12) は各市町

村MPを比較し，各市町村における地域拠点の設定数は

都市によって大きな差があることを示した． 

ネットワークについては，和田ら13)の広域道路ネット

ワークの整備状況を示したものや鶴田ら14)による広域ネ

ットワークを対象とした防災に関する研究などがある． 

 「コンパクト＋ネットワーク」を実現するための計画

が全国の市町村で進めれらている昨今，その計画が広域

的な視点で見たときに整合性を確保していることは重要

である．しかし，その整合性の確保ができているのか実

態を把握した研究はみられない． 

 そこで本研究は，市町村MPに描かれている将来の都

市構造を表現した図(以下，将来都市構造図)を基に，

「コンパクト+ネットワーク」の実現をはじめとする都

市計画を広域的な視点で見たときに，計画の整合性が確

保されているのかを明らかにすることを目的とする．こ

の目的を果たすために，各市町村の将来都市構造図を連

結した図(以下「市町村MP連結図」)を作成し，隣接市

町村で将来都市構造図の整合性が確保されているのかを

把握する． なお，整合性が確保については，各市町村

間においてネットワークは連続しているのか，拠点に対

する各市町村の認識が一致しているのか，自然環境面か

ら見たときの整合性が確保されているか，について着目

して確認する． 

 

 

2. 本研究の特長 

 

 既存研究と比較して本研究は以下の特長を有する． 

1) 「コンパクト+ネットワーク」実現に向けて，広域

的な視点で都市計画の整合性が保たれているのか

という実態を把握した新規性の高い研究である． 

2) 市町村MPの将来都市構造図をつなぎ合わせた市町

村MP連結図を作成することで，各市町村の広域計

画の実態を初めて視覚的に捉えた先駆的な研究で

ある． 

3) 市町村MP連結図作成にあたり必要となる市町村

MPの将来都市構造図は入手しやすく，また市町村

MP連結図の作成手法は簡便であるという汎用性を

有する． 

 

 

3. 市町村MP連結図の作成方法 

 

(1) 市町村MPの中で対象とする図 

市町村MPの中で，土地利用方針図や景観計画に関す

る図など様々な図が記載されている．本研究では市町村

MP内にある数多くの図の中でも，将来都市構造図ある

いは将来都市構造図に該当する図を対象とする．なお，

市町村MPについては，各市町村のHPより入手可能なも

のを用いている． 

 

(2) 市町村MP連結図の作成手順 

 以下に，市町村MP連結図作成の手順を示す． 

1) はじめに，各市町村のHPから市町村MPのPDFファ

イルをダウンロードする． 

2) AdobeのソフトであるIllustratorを用いて上記構造図

のみを抜き取る．なお，抜き取ったその図はpg形

式に変換して保存する． 

3) officeソフトのWordもしくはPowerPointを用いて，保

存した図の背景を削除する． 

4) 最後にArcGISを用いて，国土数値情報ダウンロー

ドサービス15)より入手した対象地域の行政区域

(2015年)に，背景を削除した図を調整して当ては

める．その際には，ArcGISの機能のひとつである

ジオリファレンス(行政区域と画像データを一致さ

せるための機能)を利用する．なお，市町村MP連

結図の作成にあたって，座標系は平面直角座標系

を用いた． 

 

 

4. 市町村MP連結図に見る広域計画の実態把握 

 

(1) 福岡県での取り組みの経緯 

筆者らは，まず最初に福岡県で市町村MP連結図を作

成した．これは，福岡県における区域MPの見直しの検

討を契機に発案されたもので，市町村MPを包含する区

域MPを，広域的な観点から市町村としても有意義に活

用することにメリットがあるのではないか，といった意

見交換を，県や市町村の担当者が同一の目線で行うこと

を目的としている． 

A0の大判に印刷された連結図は，県庁都市計画課の

応接スペースの壁に展示され，個々の市町村による個性

あるまちづくりの必要性とともに，広域的な視点の重要

性が同時に議論する際に利用された．福岡県は4つの都

市圏に60の市町村を有し，市町村を超える広域連携の必
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要性が特に高かったことが，この背景にあるものと考え

られる．福岡県においては，市町村MP連結図の取り組

みをきっかけに，都市構造可視化による合意形成のプロ

セスを経て，55の都市計画区域を13に統合したほか，区

域MPを4冊に集約するなど，県の都市計画において広域

的な視点を強く打ち出すに至っているが，この詳細は稿

を改めることとする． 

 

 (2) 本研究の対象地域 

ケーススタディとして最初に福岡県で市町村 MP連結図

を作成したが，本稿では栃木県を対象として市町村 MP

連結図を作成した．本稿は，「コンパクト＋ネットワー

ク」に着目しており，都道府県の計画で「コンパクト＋

ネットワーク」が掲げられている都道府県がケーススタ

ディに望ましいと考える．都道府県の計画の中で，「コ

ンパクト」と「ネットワーク」を同時に十分な文章量で

記載している計画は少なく，特にイメージ図まで作成し

ている都道府県は少ない．具体的には大阪府や香川県等

があるが，福岡県と比較して，都市規模や地理的な距離

等が異なり，大都市圏の周辺に位置する栃木県を対象と

した． 

栃木県は，人口減少などを前提とした持続可能な集約

型の都市づくりを図るために「とちぎの都市ビジョン
16)」を2009年11月に策定(2015年7月改定)しており，その

中で「とちぎのエコ・コンパクトシティ」と呼ばれる多

核ネットワーク型の都市構造の実現を目指している．そ

れに伴い区域MPを2016年3月に改定しており，栃木県全

域を対象とした広域的な都市計画の実現に向けて，実際

に取り組みが進められている県である．しかし，栃木県

によって作成された上記の「とちぎのエコ・コンパクト

シティ」は多核ネットワーク型都市構造の実現に向けた

イメージ図を作成したにとどまっており，計画の実現に

向けて各市町村が広域の中でどのような役割を担うか言

及されていない．そこで栃木県を対象に市町村MP連結

図を作成することは，この構想の一助となると考える．

なお，栃木県は2016年5月現在，14市11町から構成され

ている． 

将来都市構造図については各市町村ごとに図の名称が

異なる．本研究では各市町村ごとに表-1に示す名称の図

を将来都市構造図あるいは将来都市構造図に該当する図

とみなし，市町村MP連結図を作成する．この表中の番

号は，市町村コード順に振り分けており，後の図-1～図

-3と対応する．なお，那須塩原市については将来都市構

造図に該当する図がなかったため，最も近いと思われた

「集約型都市構造の実現」という図を用いた．また，那

須烏山市については市町村MPではなく市の総合計画に

将来都市構造図に該当すると考えられる「将来都市構造

イメージ」が掲載されていたため，その図を用いた．な

お，2016年6月14日時点で市町村MPをWEB上で公表して

おらず，また総合計画にて補填が不可能だった4つの町

(市貝町，塩谷町，高根沢町，那須町)は空白のまま市町

村MP連結図を作成している．  

 

(3) 市町村MP連結図作成段階における不整合 

 栃木県の市町村MP連結図とその凡例を図-1～図-3に

示す．この図について読み解く前に，この図を作成する

過程で得られた知見を以下に示す． 

1) 縮尺の表記がない将来都市構造図が多い． 

2) 市町村の形が正確なものと簡易的な図に置き換わっ

ているものがある．野木町においては，原型をとど

めていない将来都市構造図が市町村MPに掲載され

ていた．また佐野市は，山間部を将来都市構造図中

に表現していないため，一部空白地帯が存在する． 

3) 縦横比が実際の地図と異なる． 

4) 紙面の上部が北ではない将来都市構造図を市町村

MPに掲載している市町村がある．一番大きくずれ

ていたのは壬生町で，実際の方位より約25度半時計

回りにずれて記載されている． 

5) 市町村MPにおいて，将来の都市構造を表す図の名

称の付け方にばらつきがある． 

これらの要因が連結図を作成する上で妨げになってお

り，結果的に広域計画を考える際の妨げの一つになって

いると考える． 

 

(4) 不連続なネットワーク 

図-1を一見するだけでも各市町村MPの将来都市構造

図の表現方法は異なっていることがわかる．具体的に異 

なっている点を以下に示す． 

1) 市町村の形を簡易的に表現してしまった結果，那須

烏山市のように隣接市町村との間に空白ができてし

まい，ネットワークの連続性が視覚的にわかりづら

いものとなっている． 

 

表-1 対象とした図の名称17)-37) 

図名 市町村名(作成または改定年)

将来都市構造図

①宇都宮市(2010)、④佐野市(2009)、
⑤鹿沼市(2010)、⑦小山市(2005)、⑧
真岡市(2014)、⑨大田原市(2010)、⑩
矢板市(2013)、⑭下野市(2009)、⑰茂
木町(2011)、⑳野木町(2012)、㉑那珂
川町(2014)

将来都市構造(イメージ) ③栃木市(2016)
将来都市空間構造 ⑫さくら市(2011)
将来都市像 ⑮上三川町(2007)
将来像 ⑯益子町(2015)、⑱芳賀町(2016)
将来の姿 ⑲壬生町(2007)
都市構造図 ⑥日光市(2009)
都市構想図全体 ②足利市(2010)
集約型都市構造の実現 ⑪那須塩原市(2009)

将来都市構造イメージ ⑬那須烏山市(2012)

公表資料なし 市貝町、塩谷町、高根沢町、那須町  
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2) 軸の表記について，道路として描かれている場合と

複数の道路をまとめて一つの軸として表現している

場合がある． 

3) 隣接市町村で将来都市構造図における道路の表現方

法が一致しないものがみられる．例を以下に挙げる． 

・下野市と壬生町では構造図上に県道いくつか描いて

いるが，下野市では壬生町に至る県道183号を描い

ているのに対し，壬生町ではそれが描かれていな

い． 

 

 
 

図-1 栃木県の市町村MP連結図 

 

 
図-2 栃木県の各市町村MPの凡例(1/2) 
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図-3 栃木県の各市町村MPの凡例(2/2)
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・上三川町ではサイクリングロードを設定してい

るが，それは町内にとどまり，隣接市町村と連

続していない． 

4) 軸の表記や捉え方が各市町村で異なる．例えば，

下野市の軸は，「広域連携軸」と「地域連携

軸」があり，壬生町の軸は「広域連携・交流

軸」と「地域連携・交流軸」となっており，同

じ意味合いでも表記の仕方が異なる． 

5) 国道352号に着目すると，下野市は「広域連携

軸」と位置付けているのに対し，壬生町では

「地域連携・交流軸」に位置付けているといっ

た軸が広域レベルなのか地域レベルなのかの判

断が各市町村によって異なる． 

6) 大田原市において，環状都市軸と放射都市軸が

あり，環状道路を描いている市町村は他にもあ

るが，軸として捉えているのはこの市だけであ

る． 

以上のことから，道路が物理的に連続していない，

軸の役割が統一されていないなど，「ネットワー

ク」は広域的な視点で整合性がとれておらず，各市

町村MPは各市町村によって断片化されたといえる．

なお，本研究における断片化とは，「各市町村ごと

の都市計画が独立していること」と定義する． 

 

(5) 拠点に対する認識の不一致 

 市町村MP連結図における拠点に着目すると，以

下のような知見が得られた． 

1) 拠点の表記や捉え方が各市町村で異なる．例え

ば，宇都宮市では，「都心拠点」と「地域交流

拠点」と表記されているのに対し，足利市では

「都心交流拠点」と「地域生活拠点」となって

おり，同じ意味合いでも表記の仕方が異なる．

また，各市町村は拠点の規模を構造図上に描く

際の拠点の大小で表現しているが，宇都宮市に

おいては「産業・流通拠点」と「産業・流通準

拠点」といったように凡例にも拠点の規模を表

記している． 

2) 各市町村MPの中で中心拠点にあたる拠点が設

定されているが，その拠点の設定数も市町村に

よって異なる．例えば，日光市は中心拠点を一

つのみ設定しているのに対し，真岡市は中心拠

点を複数設定している． 

3) 一方で，上三川町のようにそもそも拠点が設定

されていない町がある． 

以上のことから，拠点に対する各市町村の認識は

一致していないことがわかった．今後は概念を一致

させ，凡例を統一させていく必要があると考える． 

(6) 自然環境の断片化 

 市町村MP連結図について自然環境に着目すると，

以下のような知見が得られた． 

1) 自然環境の保全・整備に努める地域について，

みどりの軸，自然環境保全ゾーン，緑の拠点な

ど多様な名称があり，統一されていない．  

2) 自市町村の縁辺部にあるわずかな山林が広域的

に重要な意味を持っていると認識していない．

例えば，宇都宮市と日光市の境界付近には山林

が存在するが，宇都宮市では，その山林を「み

どりの軸」に設定しているのに対し，日光市で

は狭い範囲であるため，日光市の構造図では描

かれていない．  

3) 川の表記基準も異なる．例えば，下野市では姿

川と田川という小山市へ至る2つの川が描かれ

ているが，小山市ではその2つの川よりも川の

規模の大きい鬼怒川や思川が存在するため姿川

と田川は描かれていない． 

以上のことから，自然環境の観点からも断片化し

ていることがわかった．今後は，守るべき自然環境

について広域で考え，市町村間で認識を一致させる

必要があると考える． 

 

 

5. おわりに 
 

 本研究では広域計画の実態を把握するための手段

として，市町村MPに記載されている将来都市構造

図をつなぎ合わせた，市町村MP連結図を提案した．

また福岡県と栃木県をケーススタディとして，市町

村MP連結図を作成した．栃木県について考察を行

った結果，各市町ごとに将来都市構造図の表現方法

は異なっていることを視覚的に示した．加えて，市

町村MP連結図の考察を通して，「コンパクト+ネッ

トワーク」及び自然環境は広域的な視点において整

合性が保たれておらず，各市町村MPは断片化され

ている現状を明らかにした． 

広域計画の実現には，既存研究4)5)にあるように

都道府県の協力も必要であるが，市町村は各々が策

定する都市計画が，広域レベルの都市計画を断片化

している可能性があることを認識し，積極的に他市

町村と連携を図っていくことが重要である． 

 断片化されている現状を解決していくためには，

隣接市町村間で計画が一致するように調整していく

必要性を訴える．そのために，各市町村は，隣接市

町村で協議会を開催するなどにより，広域計画をよ

り真剣に考えていかなくてはならない．その際には，

市町村MPにおける将来構造図の凡例や図データの

共有化を進めることも必要である． 

一方で共有化等だけでなく，市町村MPを規格化

していく必要があると考える．これは，市町村MP

の凡例等の統一といったものであり，国がこの規格

化の役割を担うべきだと考える．この規格化により，

市町村MPの中で「都市整備レイヤー(拠点・軸

等)」と「環境保全レイヤー(自然軸等)」が作成さ

れ，広域調整における重要なツールになることを期

待する． 

 今回は福岡県での取り組みを紹介するとともに，

栃木県を対象に市町村MP連結図を作成したが，実

際に広域連携を考える際には，隣接する他県の市町

村を考慮した広域計画が不可欠である．そのため都
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府県の中で広域計画を考える際は，隣接する都府県

の市町村の計画を考慮する必要がある． 
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